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Ⅰ  

社会主義貿易の本質とほ伺■か，また外国貿易の効果とは何か，そしてその効  

率はどのような指標に．よって測定さるべきか，あるいは社会主義国際分業ほい  

かにあるべきか，などの多くの課題をめぐって，ソ連邦や東欧の社会主義諸国  

セほ従来多くの研究がなされてせたし，現にその研究活動は活潜化してきてい  

る。もちろん，国に．よっで比較的古くから研究がなされてこいるところもあれば，  

ソ連邦のように．最近に．なってそれが本格化したところもある。また課題のうち  

ですでに－・定の結論をえて：いるものもあれぼ，ようやく問題提起が行われるに  

至ったものもあるといった状況である。わが国でも社会主義貿易論についてほ  

それなりの深い関心が寄せられてこきたし，各国における研究の推移に呼応して  

すぐれた紹介がなされてきた。社会主義貿易の本質をめぐって：ほ名和・野々村  

論争が展開されたことは周知のとおりであり，また鈴木，杉本，有木，宮鍋民ら  

の各論文1〉は，社会主義諸国における従来の研究成果なり係争問題を知るう  

え／で逸することのできないものである。   

社会主義貿易論の諸問題を検討するさいにほ，これらの問題が提起されるに  

1）鈴木垂靖，「外国貿易の効果と収益性」，『東亜経済研究』，第36巻第1号。  

同氏，「社会主義貿易紅関する2っの問題」，『経済研究』，第11巻第4号。  

杉本昭七，「社会主義諸国における外国貿易収益性について一名和・野々村両教授  
の論争批判をかねて－」，『経済論温』，第84巻第2号，  

有木宗一L郎，「外国貿易の効率論議の帰結」，『世界経済評論』，1965年10号。  
同氏，『社会主義経済計画論』，1965年。特に第6茸象昭。  

宮鍋峨，「ソ連における外国貿易効率の測定」，『経済研究』，第16巻第3号。   
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至った経緯を簡単ながらもみておくのが便宜であろう。経済相互■援助会議（略  

称セフまたはコメコン）が結成されたのは，いまを去る十数年も前の1949年で  

あった。周知のように．，この会議ほ社会主義諸国間の経済協力の組織化に・あた  

って重要な役割をはたしてきたし，今日に．おいてもその意義は減るどころか，  

いっそう増大しつつあるかにみえる。セフの本来的な使命は，研究，調査，政  

策勧告を行うための国際機関であって，その使命ほ．創設いらい変っていない。  

ただ現実の社会主義国際分業の進展に．つれて，具体的な活動なりその性格には  

いくらか変化がみられる。セフ（その加盟国ほソ連・東欧6ケ国・モンゴル共  

和国）が社会主義圏の国際分業を経済協力の－・環として検討するように・なった  

1955年の第6回会議以降においては特にそうである。   

セフの結成当初における社会主義国の結びつきほ，もっぱら商巣および信用  

上の結びつきにすぎず，主要な協力形態は外国貿易と信用供与とであった。こ  

の種の経済協力が支配的であった理由のひとつほ，社会主義諸国間に・おける生  

産の社会化の相違と生産力の発展水準の著しい格差とであった。確かに・羊の段  

階においてほ社会主義国間の商業および信用の結びつきほ－・定の歴史的意義を  

もち，それなりの役割と効果をもったが，それだけでほ社会主義圏全体の生産  

力を向上させるには十分ではなかったことも否定されない。このような経済協  

力は，すでにできあがっている分業の方向を反映したものではあるが，最も合  

理的な新しい社会分業の形成という点では間接的な効果しかもちえない。いい  

かえると，初期の経済協力は流通過程の組織化を主たる目的とし，直接その生  

産過程の調整を行うものではなかった。その結果，各国は自給主義ないし平行  

主義の立場から，同種同型の工業化をめざして生産を行うことになり，多くの  

矛盾を生ぜしめるに至った。有木氏が指摘しているように，「（1）小市場からくる  

生産能率の低下，（2）製造工業における原料・エネル軒一部門の立ちおくれが各  

国に．おいてこ生じ，（3）不足物資・ボトルネック部門が共通するため，圏内貿易が  

伸び悩み二国間決済が困難となってこきた2）．」のである。   

さきに指摘したように．，社会主義国内で国際分業が兵剣に検討されるように  

なったのは1955年∴であり，これを転機として，社会主義の合理的な国際分業を  

2）有木宗一郎，『社会主義経済計画論、E，7ぺ一汐。   
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促進するために，経済協力の重点が流通の領域から生産の領域へと移されてき  

た。このように．して1955～56年いらい，国民経済計画の調整，生産の専門化と  

協同化，企業と営造物の共同建設の形をとった直接的な生産上の結びつきがま  

すます大きな意義をもっようになった。資本主義とは異なり，社会主義のばあ  

いにほ協力と計画とが原則とされるから，当初はそうでなくとも，相互間の貿  

易が発展しその関係が安定化するにつれて，あるいは経済計画の長期化につれ  

で，国際分業の利益という観点から，貿易計画を作成し相互にそれを調整する  

ことが必然的となる。現に社会主義諸国間でほ．分業体制ほ漸進的に．行われてお  

り，それは単に．経済的側面だけにとどまることなく，科学的・技術的協力の過  

程でも国際分業の新しい社会主義的な型が形成されつつある。社会主義体制の  

もとでは分業と貿易は－・体のものとして行われるべきであると同時に，国際分  

其の調和的利益は社会主義世界体制のもとにおいて初めて実現されうるもので  

ある。   

自給主義ないし平行主義といわれる－・国社会主義建設方式が生みだした矛盾  

は深刻な反省を呼び起し，これを機会に社会主義国際分業の在り方が重要な問  

題となるに及んで，セフもまた「社会主義国際分業の基本原則」に関する構想  

を打ちだし，それはセフの第16回総会（1962年）において：正式承認をえた。  

『凝済学教科書』が指摘するように，社会主義国際分業は社会主義の経済法則  

の作用に．もとづいて発展するのであり，一「’その目的は，すべての社会主義国に‥お  

ける社会的生産の効率をたかめ，それによって，これらの国の経済と国展の福  

祉の増大テンポをはやめ，エ美化の展開をたすけ，社会主義諸国の経済発展条  

件のうちに歴史的にできあがっている差異を漸次克服し，これらの国が共産主  

義国へ移行するための物質的基礎8）」を創設することにある。   

いうまでもなく，このような社会主義国際分巣を達成せしめるのが社会主義  

経済の計画的均衡的な発展法則の作用である。計画的な分業を基礎として，各  

国の経済における正しい比率の確定，社会主義世界体制の枠内での生産力の合  

理的配置が可能となる。分業ほ専門化された種類の製品の販売，必要な原料，  

材料，設備その他の商品の取得をそれぞれの社会主義国に完全に．保障する使命  

3）『経済学教科』（改訂増補節4版），合同出版社，算4分冊，1042ページ。   
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をもっている。その意味払おいて社会主義国際分菓の効果は．，計画的均衡的な  

発展法則の諸要求をどれはど深くかつ正しく考慮するかにかかっている。   

ところで，さきに．指摘した「基本原則」は，すべての国家の完全な平等，主  

権，独立の相互尊重の原則を厳格に守ることを改めて確認するとともに国際分  

業を促進サる主要な手段として各国民経済計画の調整をあげている。したがっ  

て，ここでは決して超国家機関（たとえばセフ）が全体の計画をたてたり，ま  

たある－・国がその意志を他国に押しつけたりするのでほなく，あくまでも主権  

を尊重し平等の．立場に．おいて相互に．その経済計画を調整することを目的として  

いる。   

「基本原則」に・提唱されている社会主義国際分業は，国際間の生産の専門化  

の結びつきと，個々の社会主義国の綜合的な経済発展と紅よって特徴づけられ  

る。社会主義国家間の分兼，すなわち生産の専門化とその国民経済の綜合的発  

展との結びつきほ，社会主義国際分業の最も重要な特徴であり，その基本原理  

のひとつである。分業の利益・統合の利益は生産の集中化法則のうちに見出さ  

れる。そして生産の専門化と協同化は計画的均衡的な発展の法則と調和両立す  

べきであって，両者は決して矛盾するものであってはならない。社会主義国際  

分業を計画的に深め，社会主義諸国の生産努力をいっそう緊密に．統合し，各国  

の生産能力を最大限に発揮させ，共同体全体の生産力をより高いテンポで発展  

させるには，各国の国民経済計画の調整が不可欠となる。今日でほすでに各国  

の計画機関の間の定期的な二者協議やセフを通じて，基本的な経済部門の発展  

の調整と，生産の専門化および協同化に関する多面的な活動が現に行われつつ  

ある。   

いうまでもなく，生産の国際的専門化の深化ほ．セフ加盟国の需要をみたすた  

めに．，ひとつはまた若干の社会主義諸国に，同種の製品の生産をますます集中  

化し，これにともない技術と生産組織の水準を高め，各国間に生産協同化の安  

定した結びつきを確．立することを意味する。そして．社会主義諸国間において生  

産の専門化と協同化を正しく組織すれば，物的資源の節約と社会的労働の生産  

性向上，拡大再生産のテンポを促進するための社会主義諸国の天然資源と経済  

条件の最も合理的な利用を確保することができる。それと同時に，諸国民のま  

すます増大する物質的および文化的需要をみたす目的で，農業と軽工業の発展   
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に多額の資金を解放する可能性がひらかれる。   

社会主義各国と体制全体の調和のとれた発展ほ，国民的生産の国際的専門化  

と国民経済の総合的多部門的発展との最適な組合せを前提とするものであっ  

て，社会主義国際分業の原則は，この凍みあわせを保障するものでなくてはな  

らない。   

前述のように．，社会主義国際分業の発展と社会主義貿易の拡大につれて，そ・  

の効果の測定はますます重要となり，これらの問題をめぐって経済学者にほ多  

くの理論的解決が要請されている。東欧諸国の経済学者は．比較的古くから，ま  

たソ連邦でほ最近ようやく本格的に外国貿易の効率問題を中心に，社会主義貿  

易論の諸問題が真剣に．検討されている。筆者はここでほ外国貿易の効率測定を  

初めに取りあげ，それを基礎としながら国際分業と生産調整の問題を論究して：  

みたい。  

Ⅱ   

前述のように，社会主義貿易論に．は検討さるペき多くの課題がある。そのうち  

でも外国貿易の経済効率測定の問題は古くから閑JL、がもたれ，東欧諸国では50  

年代の初めから研究課題として－取りあげられてきた。とれにたいして：自己完結  

的な経済体制を有するソ連ではこの問題に．関する研究ほ立ちおくれており，よ  

うやく近年になって∴本格的な研究成果が結実しつつあるようにみえる。ソ連に  

おける外国貿易の効率測定の代表的な見解は，ゴスプラン研究所のジャガロ  

フ4）のそれであろう。かれの見解や東欧諸国の研究成果について：はすでに宮鍋  

氏の詳細な紹介がなされている。改めてレヤガロフの見解を紹介検討するの  

は，あとで論ずる国際分業と生産調整の問題にLこれが関連性を有するからであ  

る◇   

シャガロフは輸出効率とほ何か，またそれはいかなる指標によってあらわさ  

れるかを明らか軋する。かれが輸出効率指標の問題を専ら検討するのは，その計  

4）r”Jl・l11araJrOB，nOKa3aTeJIH9¢4）eKⅢBHOCTH3KCr（OpTa・・≪OqepIくKrrO COB－   

peMeHHO葺coBeTCKO葺Z43apy6e〉KHO葺9KOI‡OMHt（e＞＞，Bhmiv，1965 
r一JT uaraJIOB，HcIlOJIE＞30BaHHe Me〉KOTpaCJIeBOrO6aJIaHCa AJI51paCt王eTOB   
9¢㊥eKTHBHOCTHBtleZBHe蔦でOPrOBJ7HL≪MeTORbTrIJTaHHPOBaHH5IMeXOTpaCJIeBZirX   
npo口Op叩摘≫・，1965・   
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界原理が輸入効率指標の計静原理と多くの共通性をもつと考えるためである。   

社会主義諸国，なかんずくセフ加盟国では．外国貿易の効率分析において輸出  

の外貨効率指標を広く利用している。すなわち，  

脆＝－  （1）   

彪ほ輸出の列貨効率係数，   

0βほ国内通貨であらわされる輸出商品の労働支出，   

かβはダ0β表示の世界市場での輸出商品の販売にもとづく外貨取得高。   

ここに示される外貨効率指標ほ少くとも原理的な計算方式についていうかぎ  

りまことに簡単至極である。ところが，この指標の計算ほ．，ジャガロフも述べ  

て：いるように．，多くの橡雑な方法論上の問題を解決しなくてはならない。外貨  

効率指標の算定にあたって直面する困難のひとつは，周知のように．，社会主義  

諸国で現に用いられている国内市場価格が種々の輸出生産物の生産に要する労  

働支出を十分正確に計算するのに．役立ち．え．ないことである。   

このように価格の労働支出測定機能が不完全であることは，まずもって外貨  

効率係数の正否を左右する。この致命的な欠陥を排除するためには，個々の商  

品に対象化されている労働支出をもっと完全に，できるかぎり歪みを伴うこと  

のない価値指標の作成を必要とする。指摘するまでもなく，いかなる価値指標  

第1表 外貸効率指標の比率   
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を利用するかによって算定される外貨効率係数の精度ほ左右され，ひいては輸  

出商品の構造の変化に閲す・る結論にも蚤大な影響を及ぼす。   

いまこ．こでは種々の価値指標を用いて二輪出の外貨効率指標を示してみよう。  

このばあい価値指標のとり方いかんによって個々の商品の相対的な輸出収益性  

は激しく変化する。   

ジャガロフほ卸売価格，総原価（独立採算上の原価），「牒屯粗」原価（最終生  

産段階の原価から，全先行段階に．おける原価に算入されて－いる利潤を完全に．控  

除したもの）の三．つの価値指標を用いたばあい，矛盾した結論が導かれること  

を指摘している。結果ほ第2表に示されるとおりである。すなわち，卸売価格  

第2表 輸出の相対的収益性  

輸出の外貨効率指標  

卸売価格贋嘉認純粋原価  

による外貨効率係数では鉄鉱石が最も有利な輸出商品であり，それと反対に最  

も不利な品目はレ－ルと電動機である。また独立採算上の原価によると，最も  

効率的な輸出品ほねじ切り旋盤であり，逆に最も不利な輸出品が石炭となる。  

ところが，「■純粋」原価による外貨効率係数では電動機とねじ切り旋盤がすぐれ  

て∴おり，石炭は．このばあいにも効率は最低となる。   

ジャガロブの見解に．よれば，卸売価格によって算定される指標も，総原価も  

しくは．「純粋」原価を基礎として計界される指標も，どのひとつも種々の商品  

の輸出効率を正しく特徴づけることはできない。卸売価格と総原価に・よって測  

定される指標は，ソ連邦における現行価格体系の歪みからは解放されない。そ  

れに比較すると，「純粋」原価にもとづく指標は，総原価のばあいに生じたよう  

な現行価格の否定的な影響からは一応まぬがれるが，このばあいにも生産物の   
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生産に必要な資本支出が考慮されていないのであり，そのかぎりにおいでこれ  

は正しい外貨効率係数を導くことほできない。国家間の生産の専門化の枠組を  

決定し，国際分業体制における一周の地位を決定するという観点からすれば，  

外国貿易の種々のバリアソトに関して資本集約度を計算することはきわめて重  

要な意義を有する。歴史的に．形成された外国貿易の商品構造の特性にもとづい  

て貿易関係を発展させようとすると大きい資本支出を必要とする。ジャガロブ  

の計算に．よれば，ソグ，エ．トの工業輸出品は工業輸入品よりも1．5倍以上も資本  

集約的であるとされている。   

外国貿易の効率計算において：は，すでにみたところからも明らかなように，  

二つの基本的な要求，つまり（1）生産物の生産に必要な労働支出の計算における  

現行国内価格から生ずる歪みを避け，（2）種々の輸出品の生産に／要する総支出  

（経常支出と資本支出）をより完全にあらわすような特殊な価値指標を用いな  

くてはならない。シ′ヤガロフは，この特殊な価値指標を構成するために，生産  

物の生産と分配の部門間バラン．ス表を利用して：計算価格を算定しようとする。  

かれは部門間バランス表のデータ－と行列計算法とを利用して生産物の生産に 

必要な総労働支出を計算する。この点でのジャガロフの試みは現在のところ・ユ  

ニ・－クなものとなって：いる。   

周知のように．，生産物の生産と分配に関する部門間バラン∵ス（以下部門間バ  

ランスと略称）は，国内経済の関係のみならず，国際経済関係，つまり一・国の  

外国貿易の分析と計画化のための蚤要な手段である。総生産と輸出入の大きさ  

との渾純な比較や輸出入の部門構造の研究は，一・国の世界経済との経済上の結  

びつきの性格を明らかに．し，国際分業，なかんずく社会主義国際分業における  

その国の地位を決定することを可能ならしめる。   

部門間バランスは外国貿易の経済効率の実際的な計算にとっての広範な可能  

性を開くし，またそれなしには科学的に・根拠づけられた輸出入構造の計画化は  

無意味である。シ′ヤガロフが部門間バランス表を用いて価値指標を算定しよう  

とするのは，前述のような意図に．もとづくからである。   

外国貿易の経済効率計算が大きな意義をもつのは，社会的な生産構造の計画  

化が最も合理的な輸出入の部門構造と密接な関連性をもつからである。まさに 

外国貿易の効率計算ほこのような構造の決定を可能とし，したがって国が国際   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



社会主義国際分業と経済効率の問題  ーJJ∂－ 

的規模において最も有利な特化商品の枠組を決定し，生産するよりも輸入する  

方が安価となるような商品を決定することができる。   

外国貿易の効率決定にあたって∴部門間連関モデルを利用する科学的研究は，  

ソ連はもとより他の社会主義諸国。特に．ハンガリ－やポ－ランド払おいても行  

われている。これらの国においては部門間バランス表に．もとづいて輸出入の外  

貨効率指標を算定する具体的方法が実際に．検討され，その結果がすでに．発表さ  

れている。   

ソ連や東欧の国ぐに．では価値指標（計算価格）を構成するための基礎として  

「計算された支出」，つまりC＋昆，∬（Cは生産物原価，∬はその資本集約度，且。  

は標準効率係数を示す）なる方式を用いるべきであるとされて：いる。このよう  

な提案はもっばら生産価格論者の主張するところであり，ミ／ヤガロフもまたそ  

の仙人とみられる。しかし算式の構成部分をなす経常支出（C）と資本支出  

（麒）の数値ほ現実の統計資料から選ぶのではなく，部門間バランス表から計  

算すべきである，というのでレヤガロフの基本的な立場である。   

－・定の種類の生産物原価は部門間バランスの総賃銀支出係数を利用すること  

によって「純粋」原価に換算することが可能である。ソ連邦における1959年の  

実績バランス表は88部門（そのうち78は工業部門）から構成されており，さし  

あたってはこの部門間バランス表を利用することによって給費銀支出係数を実  

際に算定することができる。   

各部門毎の単位生産物に要する総賃銀支出は次の算式にもとづいて一計算され  

る。すなわち，  
クも  

C言；盈るAり  
（2）  

ここでqは乳グ部門の生産物単位あたりの総賃銀支出，易は，第オ部門の生産  

物単位あたりの賃銀卜Aメほ欝．グ部門の生産物単位あたりの欝彦部門の生産物  

の絵投入量を示す－。ただ総賃銀支出係数の計算にさいしては，実績バランス表  

でほ部門が比較的小さく分割されていることを考慮に入れなくてほならない。  

その結果，部門間バランスの内生部門はかなり多くの異種生産物を統合して∴お  

り，しばしば生産条件や支出構造は実際とは異なっている。したがって，すべ  

ての段階での生産物の生産に・支出された総賃銀支払額もしくは「藩屯粋」原価の   
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算定が不正確となる恐れを有する。もっと正確な結果をえ．ようとすれば，いく  

つかの部門の総賃儀支出係数を用いて原価を構成する物的支出を換算するノこと  

が必要となろう。もっともこれほ部門間バランス表の利用のさいに考慮すべき  

計算上の問題にすぎない。現にイ純粋」原価は東独やノ、こ／ガリ－，あるいはソ  

連のゴスプラン研究所に．よって計算されてこいる。   

絡化される輸出商品の効率計算では資本支出についても部門間バランス表を  

用いてその大きさを算定しなくてはならない。このばあいに．は生産の先行段階  

における直接投資のみならず，すべての関連部門における投資をも含めなけれ  

ばならない。輸出品の生産に必要な総資本支出は次の算式によって決定される。  

すなわち，  

JI 範＝∑あAり （ノ＝1，2，111…，〝）  
g＝1  

（3）  

ここでだタは第ブ部門の最終生産物単位あたりの総資本支出，あほ第古都門の  

生産物単位あたりの資本集約度，Aりは前述の定義に従うものとする。シ′ヤガ  

ロフによると，現在ゴ．スプラン研究所の社会主義経済協力部門では．1959年の実  

績部門間バランス表の70の工業部門に．ついて：総資本集約度係数を算定し，輸出  

の効率計算において実際に・これを利用することができるとのことである。   

ところで，前述の「計算された支出」の算式によって：計算される輸出品の総  

労働支出は，この式の標準効率係数（＆）がどのような値いをとるかに．よ．って  

変ってくる。周知のように．，標準効率係数が全国民経済について単一・とみなす  

べきか，あるいは部門毎に差別して規定すべきか，ということについてはソ連  

の経済学者のあいだに－・致した見解は．ない。ただ相互に代沓可能な生産物につ  

いては単一・の係数を用いるべきであるとする点では異論はないようにみられ  

る。外国貿易のばあいには，国内生産のばあいとは異なった態度をとることが  

できるとして，ジャガロフは次のように論じ，単一・の標準効率係数を採用すべ  

きであるとしている。外国貿易は生産部門の相互代巷性を著しく拡大するこ  

と，すなわちある使用価値の生産紅資金を投下し，その国は国際交換にもとづ  

き全く異った欲求を充足するために異った使用価値をうることができる。この  

ように．して国民経済部門の代替性ほ完全となる。外国貿易の効率計算に．おいて  

単一・の標準効率係数を用いるぺきだとする第1の理由はここにある。なおyヤ   
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ガロフは第2の理由として，外国貿易の効率計算にさいして国内価値指標と対  

比される世界市場価格は生産価格であって二，且，が平均利潤率として単一－・である  

こと，国内の労働支出と国際市場での労働支出の計算常・おける方法論的な統一 

を保障するために．は，輸出入商品の生産に．要する総労働支出を規定するにさい  

して単一・の効率係数を用いることが必要であるという。しかもポーランドやノ、  

ンガリ－ではすでに単一・の標準効率係数が適用されており，前者ではそれは  

0．17（標準償還期間は6年，）また後者では0．20と規定されている。   

以上のごとき理論的な考慮と若干の社会主義国での現行の試みからいって，  

外国貿易の経済効率計算においては輸出および「競争輸入」の全部門に・ついて 

単一・の標準効率係数を利用するのが最も正しい，とジャガロフは主張する。そ  

してニソ連邦に．おけるこの具体的な数値は大体0．15～0．20の範囲に．あると述べ，  

実際には0．20を採用するのが適当であるとしている。   

いまダ0βべ－スに．よる輸出品の実現からえられる外貨取得高をかβとし，輸  

出品の国内生産のための総支出をα十＆乾輸出される生産物1単位の輸出  

に関連せる運賃と経費をrでそれぞれあらわすと，輸出の外貨効率指標（＆）  

は，次のように書くことができる。すなわち，  

（α＋且麒）・＋r  
沼加  （4）  」狐   

かβ  

この指標はまた外国貿易の相対的効率指標とも呼ばれる。こ．こで仮設例に．よ  

っ 

第4表 輸出の外貨効率指標  

らの商品の生産と輸出のデータ・－は上のように．なるとする。8つのバリアソト  

の輸出の外貨効率指標ほそれぞれ次のごとぐなる。  
5．0・＋10．0×0．20  

＆1＝   ＝3．5   
2．0  
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2．5十15．0×0．20  
」監2＝  ＝2．2  

2．5   

6．0・＋20．0×0．20  
＝1．8   瓜3＝  

5．5  

（4）式に．よって計算される輸出の外貨効率指標は独白の綜合的な指標であ  

る。というのほ，他の外貨効率指標（輸出の純効率指標，外貨の資本集約度指  

標，労働の外貨効率指標など）とは異なり，単に商品の輸出効率の個々の側面  

のみを特徴づけるのでほなく，輸出生産物の全生産段階における経常支出と資  

本支出を同時紅計算し，最も完全に輸出の外貨効率をあらわす。このように・ジ  

ャガロフほかれの輸出効率指標を強調している。   

前述のように，かれの輸出効率指標は1単位の外貨を獲得するために，いか  

ほどの国内労働鼠を支出すべきかを示す。いくつかの輸出品のうちでそ・の国に・  

とって最も有利な商品とは，要するに．，最小の労働支出でもって1単位の外貨  

をうることができる商品のことである。結局のところ，輸出効率の基準は1単  

位の外貨をうるための経常および資本支出を最小化ならしめることに・帰着す  

る。しかし輸出品の実現によってえられる外貨でもって，その国は輸入品を獲  

得し，それによって輸入品の国内での生産を断念し社会的労働の節約を可能と  

する。したがってニ，外貨1単位あたりの経常および資本支出の最小化という要  

請は，本質的には．特化される商品の輸出に．さいして：社会的労働を最大限に節約  

するという要請に外ならない。外貨効率指標は．輸出の相対的な収益性を決定す  

るのに用いられる。個々の商品輸出が収益的であるかいなかを輸出の外貨効率  

指標紅よって決定する紅は，他の商品の外貨効率指標との比較なしには行いえ  

ない。外貨効率指標そのものだけでは種々の商品の輸出に関する経済性につい  

て何らの判断をくだしえない。この指標ほ他の商品の同じ指標との比較におい  

てのみ初めて意味をもつことを忘れてはならない。たとえば，前述の例示に・お  

ける第3商品の輸出が収益的であるかどうかはさしあたって知るよしもない。  

この商品の指標を第1および第2の商品の指標と比較して初めでそれが効率的  

であると判断される。   

輸出品のすべてについて外貨効率指標を計算し，それらを相互に比較しその  

中から最も収益的なバリアソトを選びうるような表をつくることができる。い   
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第5表 輸出の外貨効率スケール  

－Jヱ7－－  

ま－・国の輸出が第5表のような外貨効率指標をもつAからGまでの商品から構  

成されるとしよう。明らかにこの表でほ商品Aほ最も効率が高く，商品Gは最  

低の効率水準をもつ。このような表を作成することによって各商品の輸出効率  

の比較分析を行うことができる。それほ部門内の比較についてこも部門間の比較  

について行うことができ，個ぽの社会主義国の立場から最も経済的な国際的特  

化の方向を決定サーることができる。同時にこの表を利用するぼあい，個々の商  

品の輸出効率指標を輸出される全商品についての輸出効率の加重平均値や，そ  

れぞれの商品グルーープの平均効率指標と比較することも有意義である。殊に輸  

出の平均効率指標との比較はきわめて重要な意義をもつ。この比較は，個々の  

商品の輸出がどの程度その国の輸出の全体的な構造を改善させたか，Lあるいほ 

それを悪化させたかを示す。前例では輸出の平均外貨効率係数は2．2ルーブル／  

外貨ル十プルであった。商品Aとβの輸出の増加はその国の輸出構造を改善せ  

しめ，他の条件にして等しければ，外国貿易によってその国にもたらす利益を  

増進することに．なる。殊に輸出の計画化にさいして商品ダとGの増加が考えら  

れているのであれば，まぎれもなくこれは輸出の平均外貨効率を悪化させ，輸  

出全体の経済性を低下．させる。したがって，原理的には平均以上の外貨効率係  

数をもつ商品の生産と輸出とに志向すべきであり，逆に平均以下の効率をもつ  

商品の輸出は削減すべきである，という帰結が導かれる。殊紅外貨効率係数の  

最低な商品は，できるだけ輸出計画からほ排除し，効率的な商品と取巻を行う  

ぺきである。   

輸出の外貨効率指標相互間の比較，あるいは平均効率指標との比較はそれな  

りの意義をもつが，それだけではまだ決して輸出構造の改善という問題を正し   
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くまた完全に解決すること紅ほならない。特に社会主義国際分其の深化という  

具体的な措置を検討するほあいにはそうである。というのは輸出の外貨効率指  

標はもともと単叫・の国麒的な交換過程の一面のみを捉えるものにすぎないから  

である。輸出と輸入は相互に関連し合い，相互紅補完し合うものなのである。  

ところが，輸出の外貨効率指標ほ外貨のかくとくに要する支出のみをとりあ  

げ，その反面取得された外貨によって輸入される生産物の国内生産の断念に．よ  

ってその国がうる社会的労働の節約を考慮しない。この指標ほ．，輸出品の相対  

的効率を決定することはできても，その商品の生産と輸出への特化の結果から  

生ずる社会的労働の絶対的な節約の大きさとその存在を規定することほできな  

い。極端ないい方をすれば，輸出の外貨効率表に掲げられた商品のすべてまた  

は大部分が絶対的に．ほ効率的でないと考えることもできるらいいかえると，そ  

れらの商品はその国における国民労働の節約を可能とほせず，逆にその浪費を  

もたらすかも知れないのである。このような状況のもとでほ．，最も経済的な輸  

出品の選択という輸出の外貨効率指標の目的そのものが意味を失ってしまう。  

個々の商品の輸出効率分析においては，外貨効率指標と併行して改めて輸出の  

絶対的効率指標を作成し利用しなくてこほならない。この新しい指標を用いると  

きにほ．，商品輸出の結果としてその国において国民労働が節約されるかいな  

か，節約されるとすれば，その絶対的な大きさほどれだけであるかを決定する  

ことができる。  

絶対的効率指標を用いて社会的労働の節約を決定することほ，社会主義国の  

対外経済関係における経済計算のいっそうの発展と，個々の国の経済的利益を  

共同の利益と正しく結合する重要な手段として大きい意義をもつ。そしてこの  

ことは物質的関心の原則のよりよき利用という課題が提起されている社会主義  

国際分其の現段階でほきわめて重要な意味をもっている。外国貿易の絶対的効  

率指標の計算ほ，社会主義国間の国際的特化からえられる経済的利益の公正な  

分配という問題を解決するの紅役立てられる。商品輸出によってえ．られる利益  

の絶対的な大きさを規定することほ，部門内の国際的特化の具体的なバリアン  

トの優劣可否を決定するのに大きい意義をもつ。   

個々の商品輸出との関連においてその国がうる社会的労働の節約を決定する  

にほ，個々の商品の生産と輸出のために必要な経常支出および資本支出を，国   
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際市場への輸出品の実現によってえられる外貨で購入する輸入品の国内での生  

産に要する可能な支出と比較すべきである。たとえば，いまその国が－・定の  

協定にもとづいて：，その生産に．要する総支出が60ル・－ブルである商品を輸出  

し，この商品と引換えに．輸入される生産物の国内での生産が80ル・十プルかかる  

とすれば，2Pル－プルの節約がえられるかぎり，その協定は有利である。輸出  

に要する支出と輸入品の生産に要する可能な支出とを直接比較することは，個  

々の商品交換協定のもとでのみ行われる。ところが，多くのばあい商品の販売  

は時間的にも場所的にも購入（輸入）とほ分離されて．おり，・一・定の輸出品と引  

換に具体的な輸入品がどれだけえられるかを規定することは不可能である。こ  

のようなばあいにほ，・－・定額の外貨を取得するのに要する経常支出と資本支出  

を輸入の平均外貨効率（いわゆる平均輸入等価）指標と対比すべきである。   

この輸入の平均効率係数は全輸入品の個別的な効率係数の加重平均として計  

算される。個々の輸入品の国内での生産に要する可能な支出の計算に／ついても，  

「計算された支出．」（Co十昂耳）の方式によって決定すべきである。したがって，  

輸出の絶対的効率指標は具体的な商品の外貨効率指標を輸入品の平均外貨効率  

指標と対比することによって計算される。その算式ほ次のように書かれる。  

」私か¢  だ讐＝＝   
（5）   

（Co十昆∬）＋r  

ここで郎は－・定商品の輸出の絶対的効率指標を，彪ほ輸入の平均外貨効率  

を示し，その他の記号ほ前述と同じである。この輸出の絶対的効率指標（昭）  

が1よりも大きければ，国民労勘の節約が存在し，そ・れが1よりも低ければ，  

社会的労働を節約しないばかりか，国ほ絶対的な損失を蒙り，支出された労働  

は非生産的となる。   

前述のように，絶対的効率指標ほ輸出の相対的効率表に．おいて二限界指標をも  

つ商品を明らかにしうる。ここで輸入の平均外貨効率指標を2．0ルーーブル／外貨  

ル・－プルとし，第5表に掲げられた全商品の輸出の絶対的効率指標を第（5）  

式で計算してみよう0このばあい商品Aの輸出の絶対的効率指標ほ＝2と  

なり，残余の商品はそれぞれ1．4，1．1，1．0，0．9，0．6，0．5の絶対的効率指標  

をもつ。それではこの新しい指標からどんな結論が導かれるであろうか。いう  

までもなく，商品A～βはその国に社会的労働の節約を与．え．る。しかし商品β   
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ヤGの二輸出に．おい′宅は，その生産に．要した社会的労働支出を補填しないのであ  

るから，国は損失を蒙らざるをえない。このように考えると，商品かの輸出で  

は国民労働の節約も損失も起らない。つまり商品βの絶対的効率指標は限界指  

標と呼ばれる所以がここにある。したがっで，この限界指標よりも低い指標を  

もつ商品はすペて：絶対的に非効率的であり，その輸出ほ妥当ではない。同時に  

商品∂は前述の相対的効率表では標準指標の役割を果す・こ登：妃なる。   

以上にみたように，ジャガロフが提案せる二つの型の輸出効率指標にもとづ  

く総合的な分析が，個々の社会主義国の国民的経済利益と社会主義体制全体の  

利益との調和のとれた総合を保障しながら，社会主義国際分業の深化と外国貿  

易の発展に関連せる問題を正しく解決する ことを可能にする。その点からみ  

てジャガロフの分析は高く評価できよう。もっともかれの理論分析に問題がな  

いわけではない。前述のように，レヤガロフほ社会的必要労働支出を生産価格  

方式に．よって：決定しようとする。この接近方法の基礎は，ベルキンの「単・－・基  

準価格5）」であるが，理論的には高須賀氏の指摘するような難点が解決されな  

いままに残されて：いる。この問題自体は社会主義社会における価格方式の問題  

に帰着するわけであって，別個に検討を必要とする重要な課題である。したが  

ってこの論文の枠を越えてしまうのでこれ以上の言及ほ避けたい。このような  

重要な問題を含むとはいえ．，現行価格体系のもつ歪みを避け，合理的な外国貿  

易の効率測定を試みようとする努力ほ十分紅評価さるべきであろう。 

］Ⅱ   

社会主義国際分業の発展方法のひとつは，いうまでもなく，社会主義国家間  

における生産の専門化と協同化とである。通常それほ部門内またほ部門間の専  

門化という形態をとってあらわれる。   

国際的規模における部門内の専門化は，－・国における生産の協同化と同じよ  

うに，大規模生産の小規模生産にたいする優位性によって保障される。もちろ  

ん生産される生産物の範囲ほ，たえず増大しますます多様化する欲求の結果と  

5）Bn・6eJIKHZl，UeHbreltHtlOrO ypOBH5IH∋KOHOM＝月eCIくHeH3MepeHH5IHa HX   

OCIiOBe，1963・なおベルキンの価格決定方式の方法論的特徴については．，高須贋義博，   

「単一選準価格の諸問題」，『経済研究』，第16巻第4号，参照のこと。   
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して増大するが，他方でほ塵産は制限された国内需要のために相対的に不足す  

る。国内需要の制約は大規模生産の発展を不可能とし，そのため生産費の低減  

と労働生産性の向上を不可能紅サーる。・一・国社会主義建設方式がもつ欠陥のひと  

つはここにある。社会主義諸国間における生産調整の問題が深刻な反省を呼  

び，今日でほ機械工業や化学工業などにおいては実際に国際的な専門化が実施  

されでおり，また発電，送電，輸送等の部門でほ協同化ないし統合化が進めら  

れている。   

社会主義貿易の特徴ほ相互協力・均等化・計画性にあり，この原則に従っで  

行われる社会主義の国際分業は社会的生産力のいっそうの発展をもたらす。国  

際分巣の利益は生産力の発展，したがって社会的労働の節約となってあらわれ  

る。社会的労働の節約を国民経済の観点から捉え，この目的に最も適合せる対  

外経済関係を計画的に．設定しようとするのが，さきに．取りあげた外国貿易の経  

済効率の分析であった。しかしこの間題とは別に・，社会主義世界全体の生産力  

を最も有利に発展させるためには，各国がいかなる経済協力を行うぺきかとい  

う問題がある。社会主義各国が共通の計画に．従って単一・の世界経済紅向って進  

んでいくことが社会主義の本来の目標であり，その意味では単一・の世界経済へ  

の志向と社会主義国際分業とは密接不可分の関係にある。社会主義諸国の経済  

発展に．伴って，このような課題の解決が当然に要請されることに．なろう。しか  

し現状でほ社会主義の生産力がいぜんとして未発達であるから，－・挙に．このよ  

うな課題と取組むことほできない。社会主義諸国間の経済関係が，国展経済計  

画の調整を通じて実現されるという意味はまさにこの点に．ある。筆者はこの節  

ではポ・－ランドの経済学者Z・クエジア・－・クの論文「社会主義諸国間における  

生産の国際的専門化6）」を手掛りとしながら，その経済効率分析軋みられる特  

徴を明らかに．したい。   

クニジア」－クは，生産の国際的特化に．もとづく経済利益を評価す－るための合  

理的かつ現実的な基準を確定するに．は，社会主義諸国間に．おける経済協力の特  

殊な諸条件を考慮に入れるべきだという。考慮さるべき主要な問題とは次のご  

6）Z．Knyziak，The Efficienc．y ofInternaiionalS♪ecializationin   

among Socialist Couniytes，Problems of EconoznicDynamicsandPlanning，Ess－   

aysin honour of MichalKalecki，1964 

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



香川大学経済学部 研究年報 5  －J22－  ヱタ65  

ときものである。  

（1）社会主義の協力国ほ各国の製造工業において．相異なる労働生産性水準を  

有する。・一腰的にいえば，この差異は古い工業施設魔ど大きく，新たに．建設さ  

れた施設はどその差ほ小さいとみることができよう。もっとも特定の部門また  

は産業について■は，それらの国ぐに．の間で労働生産性水準に．差がないばあいも  

ある。特紅．最近社会主義諸国で発展をみた機械工業のある種の部門ではこのこ  

とがあて1はまる。ともあれ，生産の専門化に．よってえられる経済利益は，特化  

の対象とされる生産部門について関係国の間で労働生産性の水準に差があるか  

どうかに．依存している。  

（2）協力国の問軋ほ労働力と投資手段の完全移動性は存在しない。したがっ  

て，関係国間での労働生産性の平準化はそれぞれの国の国内資源を活用するこ  

と紅よって達成されなくて：ほならない。しかも各国が主権国家として存在する  

かぎり，外国貿易と対外支払の均衡を維持すべきである。  

（3）関係国間での特化の対象とされる生産物の交換ほ，特定の国ぐに．払おけ  

る所与の商品の生産に必要な労働支出の差異とは独立な，単叫・の世界価格にも  

とづいてこ行われる。   

クエ汐ア－クほ，以上のような単純な仮定のもとで部門内特化の問題を分析  

しようとする。いまA，βおよびCの8国に．おいて所与の部門の労働生産性は  

同一・水準に．あり，しかもその部門でほ15種類の商品が20単位ずつ生産されるも  

のとする。このばあい仮定に．よって各商品の世界価格は同一であり，各国はそ  

の生産に．よって150単位の外貨をかくとぐする。そして労働時間表示の生産費  

もまた同一・で各国とも40千時間だとする。   

ところで，各国が生産物の範囲を変東するのに全く投資支出を要しないもの  

としよう。各国は，生産の専門化の結果とし絹品数を‡摘少し，特化商品  
の生産鼻を従来の8倍に．まで引きあげるとする。要する紅，各国は5種類の商  

品をそれぞれ60単位ずつ生産するわけである。このばあい生軽物のいかん紅か  

かわらず，世界価格ほ同一・であり，しかも国際通貨であらわされる生産物価嘩ほ  

変らないものとみなされるから，各国の生産物価値は150単位の国際通貨であ  

らわされる。各国ほ生産の専門化にあたって断念した生産物の国内需要を輸入  

に．よってみたすために．ほ，100尊位の国際通賃を支出しなぐてほならない。   
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ここでさらに各商品患を3倍に増加したことから，労働生産性が20％だけ増  

加するものとすれば，各国の生産費は8千時間だけ減少することになる。生産  

の専門化に．よって各国がうる利益は，同一・構造をもつ国内需要をみたす紅必要  

な社会的労働支出の低減となってあらわれる。国際分業に．もとずく生産の集中  

化ほこのような利益をもたらす。   

前述の簡単な例示では各国とも同一一・の利益をかくとくして∴おり，しかもそれ  

は特化に．よって生ずる貿易取引星に比例して言いた。しかし現実に．はこのような  

ことは－・般にほありえず，むしろ生産の専門化に．もとづく利益は国毎に・異なる  

のが普通である。まず第1紅所与の部門または産業に．おける労働生産性ほそれ  

ぞれの国で異なるであろうし，第2に．ほ生産量の増加にたいする生産費の反応  

の仕方も異なるからである。原材料の割合が大きいような生産物では，概して  

生産鼠の増加は生産費を僅かしか低下させないのに．，生労働支出は生産の増加  

により大きな反応を示す。このように．，生産の専門化に・よってこ影響される生産  

費の構造ほ労働生産性の上昇牲影響を及ぼす。   

さきの仮定でほ生産ほ投資を伴うことなく増加するものとされたが，－・般に 

は投資なしに腰生産は増加しえない。投資支出の大きさ，したがって投資プロ  

汐エクトの技術水準ほこれまた国に．よって∴異なる。それは当該周における労働  

力と資本とに倣存するのであって，資本をより多く有する国モほより高い技術  

を用いることができる。そしてこ逆のばあい紅は逆となる。このように・してえら  

れる生産費の節約はは必ずしも事前に・決定できない。というのほとの節約はそ  

の国に．おける実質賃銭水準にも依存するからである。しかし技術水準の新投資  

に及ぼす衝撃は特定の国ぐに．に．おいてこえられる利益の大きさ紅差を生ぜしめる  

であろう。   

これらの諸要因のために．，専門化が行われないばあいの単位生産費ほ異な  

り，そしてA国に．おいて最低であるとしよう。このような状況のもとで8国全  

部について絶対的に最低生産費を達成しようとすれほ，結局すべての商品を一 

国に．おいて生産する外はないであろう。β国とC国はA国からこれらの商品を  

輸入してその需要を充足することができる。貿易をバランスするために腰，β  

国とC国ほもちろんA国よりもいっそう効率的をこ生産できるような商品を輸出  

しなければならない。このような条件のもとではA国ほβ国やC国よりも経済   
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的には．発展した国となることは疑いえない。このばあいにはβ国とC国の輸出  

可能性ほ，開発の容易な原料資源の賦存に．恵まれるかぎり，恐らくは農業もし  

くほ採取産業にあるとみられる。よく知られているよう紅，原材料や農産物の  

輸出は－・般虹は工業製品よりも収益的でないから，関係国間での経済的な不平  

等をいっそう高めることに．なる。資本主義の国際分業は産業のつり合いを破壊  

し，後進国の犠牲に‖おいて先進国を刺するものであり，これは歴史的事実とな  

っでいる。しかし社会主義の分巣ほこれとほ．画然と異なったものでなくてほな  

らない。   

社会主義諸国の生産力を最大限に．発揮させ，関係国全体の生産力をより速い  

テンポで発展させるという目的を達成するに．は，いかなる考慮を払うぺきであ  

ろうか。これに．関してク・ニジアークほこう述べている。経済的独立国の間での  

部門内の分業はことごとく経済的ギャップを拡大するものでほない。異った国  

ぐに．の間で労働生産性に差があるばあいに．，すべて．の国に．おける労働支出の絶  

対的な最小化という基準ではなく，相対的な最小化という基準に．従って行動す  

るのであれば，効果ほプラスとなり，関係国の経済水準のいっそう大きい平準  

化さえ導くかもしれない。各国は部門内の特化に．参加し利益をうる平等の機会  

をもつであろう。もちろん各国が国際分業に．参加するばあい，外国貿易のバラ  

ンネという観点から専門化の型とその範囲の決定を行うことが必要である。こ  

のような接近方法をとるばあいに．は，部門内の特化と部門間の特化との区別は  

実際に．は形式的なものに．すぎなくなる。両者の差異ほ，特化に．もとづく利益の  

性格や本質の差というよりは規模の差にすぎない。関係諸国間に．おける労働生  

産性の差が小さければ小さいはど，これらの差がほたす部分ほ小さくなる。   

ところで，国際的な専門化にもとづく結合利益を関係国の間でその参加の度  

合軋応じて二配分するという原則が認められるならば，協力と経済援助の考え  

方ほし、つそう発展されうるであろう。いいかえると，専門化の結果生ずる貿易  

の増大に．比例して各国に帰属する利益は同一・水準に．あるべきである。関係国間  

の利益率の均等化は，国際的な清算払おける適当な平衡補助金を用いることに  

よって∴達成されうる。  

クニジア・－クほ以上のような点を明らかに．したあと，資本や人的資源が不足  

するときにほ，特定国間での部門内の特化の合理的な基準は絶対的な利益では   
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なしに．，相対的な利益に．求められるべきだと指摘する。いうまでもなく，この  

ような立場は特定諸国家の利益という観点から特化問題を処理しようとするも  

のである。結合利益を最大化することはすべての国の利益紅．つながって．いる。  

他方，絶対的な利益の増大という基準は，特定の国ぐ紅の経済が資本や人的資  

源を自由に．移動しうるような経済単一・体を構成するようなばあいに．のみ完全に 

適用されうるであろう。しかし現段階でほ社会主義経済が国民経済を単位とし  

てこ発展しており，しかも生産力の不均等な発展が存在しているかぎり，生産の  

専門化・協同化は釣合のとれた発展の法則と調和し両立すべきである。その意  

味で絶対的な利益の増大を直ちに．国際分業の基準とするわけ紅はいかない。   

ここ．で部門内の特化に．よって生ずる利益をいかに．して決定す－るかを検討しよ  

う。一周の利益の大きさは特化の前後に・おける生産費の考笹依存する。生産の  

増加に伴って単位生産物の労働支出が低減するものとしよう。もちろん，この  

仮定は／現実にほ必ずしも正しいとはいえない。というのほ，多くのばあい生産  

盈の増加ほ，労働生産性を高め生産費を低下せしめるような効率的な新技術の  

導入に依存しているからである。   

したがって，特化効率の分析は企業の経常費（g）の動きだけに．よっては捉  

えられない。生産の国際的専門化紅関する効率分析ほ．，あくまでも経済効率の  

一・般的基準に．頗して：行うべきである。一・般的に．みれば，効率は生産の増大に，伴  

う費用の低減効果のみならず，労働生産性を向上せしめる新技術の導入に．要す  

る投資支出の大きさにも依存している。周知のように．，ポ－ランドでほ－・般的  

な経済効率の算慮式とし膵ヰ購が用いられて‥いる。ここでKは生産乱  

Ⅰは生産増大に必要な投資支出の大きさ，そしてTは標準償還期間を示す。効  

率計算に‥おいて投資要因がどのような結果をもたらすかは，資本集約度と償還  

期間の双方の変化に．依存する。   

ポ・－ランドのばあいに．は標準償還期間は全部門共通で，具体的に．は．6年と規  

定されている。資本が相対的に．多く労働力が少ないところでほ，偵還期間は長  

くなり，その逆のばあいは逆となる。このようにして償還期間はその国の国内  

経済条件と投資効率の国内基準という観点から受けいれることのできる投資水  

準を決定する。   
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生産の増加が生産費と資本集約度とに．及ばす効果は，Tの大きさとともに．特  

化効率に影凱，特化される生産の最適水準ほβ＋∬＝抑ぁの点によって 

決定される。   

関係諸国間での生産調整の過程である商品の最適生産塁を達成することは必  

ずしも可能ではない。それは．生産規模が一・国だけでほなく，特化軋参加するす  

べての国に．依存し，しかも所与の生産物に．たいする各国の需要が変動するとい  

う単純な理由から生ずる。そして二欝2には参加国の全体的な利益（特定の国ぐ  

に．に．帰属する利益の総計）を最大化することが目的であって，各国に、ついての  

利益を個々虹最大化することではない。   

部門内の特化ほそれ相応の貿易の拡大をもたらす。これまで生産されていた  

生産物を中止してある商品の生産を増大させることは当然に輸出入の増加を伴  

う。そのばあい貿易の拡大紅よって：生ずる対外支払のバランスを推称しなくて  

ほならない。そのために．は全産業もしくは全部門について：の生産特化のプログ  

ラムが考えられるべきであり，特化に．もとづく利益ほ．このプログラムとの関係  

で計算されるべきである。   

ここでクエジア・－クの例示に．従いながら，特化効率の計算方法を検討しよ  

う。いま特化協定の結果として：A国ほ特化の前後に．おいて次のような生産プロ  

グラムを有するものとする。第1表から明らかなように．，特化後の生産計画は   
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第2表 特化後の輸出入計画  

…J27′－  

国際通矧 輸  出】輸  入  
生産物lでの世界 巴介 

崩l数監事価値l数畳一価   

生産費と投資支出の点から考えて特化前の生産計画よりもいっそう効率的であ  

る。この状況を記号を用いて牒せば，∑ん＋脆〉〔∑十尉±0・βか殉とな  

る。ここでんほ特化前の投資，脆ほ．特化前の生産費，ムほ特化後の投資，品  

は特化後の生産費，0ほ特化後の貿易差額，且伽は輸出生産における平均投資効  

率係数をあらわす。このばあいの輸出生産に‥おける平均投資効率係数は次のよ  

うにして計算される。すなわち，  

妄′－卜脆   

β殉  
β加＝  

この式に点ける′は投資，は標準効率係数，払は外貨表示の原材料費を控  

除した製造費用，β扁は外貨表示の原材料を粗収入から控除したあとの外貨の  

純取得額を示す。この式の分子は国内通貨で示され，分母は国際通貸であらわ  

される。   

ところで，前述の不等式は特化後のバリアソトが特化前のバリアント紅比し  

て効率的であるとみなされるばあいに」は常に．満足されなくてほ滋らない。さき  

の数字例によって説明すると，特化後の投資支出は特化前のバリアソトに．おけ  

るよりも270071－250071＝200rだけ多いが，それは生産費の低減と貿易の黒字  

差に．よる追加利益とに．よって十分カバ・－される。これほ．特化計画の効率係数を  

反映する。つまり例示に・おいて〔∑ム妄十脆〕±0・β釦戸11700・－15払であり，   
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他方特化前の計画では∑ん妄＋旗12500であるから，11700・一腰刀招く12，500と  

なる。この結果，A国は以前と同じ程度に需要を充足しながら，国際通貸で800  

単位（12500－・11700ニ800）の節約をうる。その上A国は貿易差額から柑単位  

の国際通貸をかくとくする。これを国内通貨に換算すると15月∂絶となる。した  

がって，A国は生産の特化にもとづく結合利益として800・＋15β刀拘単位（国内  

通貨表示）の節約をうることとなる。クニ汐アークの例示では輸出入が均衡し  

なかったことから，A国は貿易の黒字差という追加的利益をえたが，これは生  

産の特化によって貿易が均衡化するようなケースがごく稀であることを考慮し  

てこなされたものである。関係諸国間で生産計画の調整を行うばあい，外国貿易  

を完全に．均衡化せしめるという目標は現実に・は達成されがたい。ある程度の弔  

離が避けられないとすれば，このような要素を考慮した計算式を導くことが望  

ましいといえる。もちろん，だからといって外国貿易の均衡をめざす必要性が  

それによってこなくなるのではない。社会主義国間の生産計画の調整にあたって  

は，この原理が重要な目標であることに．変りはない。   

次に部門内特化の相対的利益を算定するための－・般的条件と算式とを明らか  

に．しよう。  

∑ヰ＋だ。〉〔．∑弓＋応1〕±01・払乃〉〔∑＋亀2〕±02・あ殉〉〔∑ム循十＆陀〕  
±0拘・互助，ここで∫1，晶，・1㌫ほ．時化計画の各バリアソトをあらわす。この  

式は特化計画の効率の大小関係のみを示すに．すぎない。さらに部門内特化の経  

済的利益の大きさを示すに偲次の算式を用うべきである。  

耶＝〔∑みト方。甜0・－∑い胸〕±0・あ飽  

この式の記号はそれぞれ次のように慮義される。  

l佑＝国内通貨表示の特化の経済的利益  

＝標準効率係数  

ん＝特化前の投資支出  

方。＝特化前に．生産された生産物景  

山。＝特化前に．生産された商品の単位費用（国内通貨表示）   
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ムニ特化後の投資支出  

ガぎ＝特化後に．生産される商品豊  

山g＝特化後に．生産された商品の単位費用（国内通貨表示）  

0ニ特化に含まれる商品の貿易差額（外貨表示）  

思伽＝所与の国の輸出生産に関連せる投資の平均外貨効率括標   

この経済的利益ほ特化に参加する他の国ぐに．の利益と対比されなくてはなら  

ない。そのために」は，これらの利益が国際通貸で計算されるぺきである。この  

計算式は前述のl穐をβか殉で割ればえられる。すなわち，  

∑い・‰勒－∑い・私沌ぬ  
l爪α＝  

互助  

l佐ゴは国際通貨表示の特化にもとづく経済的利益を示す。他の記号は前述の定  

義と同じである。   

これまでの説明からわかるよう紅，特化に・もとづく縮合利益は特化に・参加す  

る各国の利益耽αの総計で示される。この結合利益を最大化しようとすること  

は一関係国家間での特化目標の配分の基礎をつくる。   

上述の算式では特化の利益が生産計画の投資効率係数であらわされている。  

この算式ほ．特化に．もとづく経済効果を完全に．決定する基礎を与えるが，この計  

算上の問題とは別に，特化紅．よって生じた費用効果を投資効果から分離するた  

めの追加的な計算が行われる。   

前例に．従えば，部門内の特化に．よって10000一－9000ニ1000単位（国内通貨表  

示）だけ生産費が低減する。この利益に．貿易差額としてえた15単位の国際通貸  

を国内通貨に．換算したもの，つまり15βeギを追加すべきである。このばあい牒膵  

は特定国に．おける輸出の平均外貨効率指標をあらわす。   

このように．してA国の特化に．もとづく生産費の総節約額は，1000十15ββぉとな  

る。同じようにして投資効果を求めることができる。前例では特化前の投資支  

出－は2500rであり，特化後のそれは2700rで示された。しかし200rという特  

化に．よって生じた追加投資額はそのまま計上さるペきではなく，それから対外  

支払バランスの黒字という追加利益を控除すべきである。いまA国の輸出生産  

に．おける平均資本集約度を嘲㍑で示めせば，このばあいに．は15研ぬの投資利益  

がえられる。したがって，部門内特化の最終的な実質効果ほ．，1000十15ββ‡の国   
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内通貸表示の生産費の節約と，200－ほ沼β芯の追加投資支出の合計としてあらわ  

される。   

部門内特化から各国がうる利益の大きさと効率の計静方法は部門間特化の利  

益の評価に．も用いることができる。しかし現在のところ，社会主義諸国家間の  

生産の国際的特化ほセフの枠内での経済協力の可能性を完全に．ほ．利用しつくし  

てはいない。  

Ⅳ  

社会主義国際分業の立場から生産の集中化と専門化の問題を具体的に論じた  

研究ほ現在のところきわめて少ない。筆者の知るかぎりでは，ようやく・その理  

論的関心が高まりつつあるというのが実情のようである。社会主義国際分巣ほ  

生産の集中化を可能ならしめ，それに．よって巨大な追加的効果をもた、らしう  

る。この効果を把接するためにlは，′社．会主義世界の最適な生産集中化の指標を  

現実の指標と対比することが必要となる。いいかえると，大規模生産の優位性  

を発揮するに．はどの程度の国際分業が必要なのかを初め紅決定しなくてはなら  

ない。ここで関連を有するのは，社会主義世界経済と個々の国ぐにに．おける企  

業の平均的（または．典型的）な規模である。つまり企業の現存規模と（最新の  

諸条件のもとでの）最適規模との比率に．よって∴決定される指標とか，総生産高  

に占める企業の最適生産高の比重を示す括標とか，あるいは個々の生産物の最  

適生産畠や現実生産鼠の指標とかを用いるぺきである。生産の集中化にもとづ  

く効率の評価はもともと抽象的なものではありえず，それは国際的な基準と標  

準指標とに．のみ基礎をおくべきである。というのほ，これらは生産集中化の方  

向づけを与えるうえ．で準備的性格を有するからである。そしてそれ紅続く分析  

に．おいては個々の国の具体的条件から出発し，その国の合理的な基準と標準指  

標と紅基礎をおくぺきである。   

いうまでもなく，生産規模は生産される生産物の大きさに．よって特徴づけら  

れる。国際的比較を単純化するに．は生産巌という現物指標を用いるのが適当と  

される。現物指標を用いると，種々の企美紀おける類似生産物の大きさを正確  

に．規定し比較することができる。もし生産物が全く異なるのであれば，そのと  

きに．は標準的な現物指標を適用すればよい。企業の規模はきめられた類似の設   
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備能力によっで比較するのがそのひとつの方法である。   

しかし企業に．おける労働者数は．現在のとこ．ろ企業規模の効率基準に．は役立ち  

えない。なぜなら，生産の機械化は生労働部分の削減を導くからである。また  

異種の生産に．あっでは各企業の生産高の大きさは価値指標に．よって二決定され  

る。このばあいには国際比較は．かなりの困難を伴う。ある国の企業に．おいて生  

産された生産物の数塁を単位価格であらわすに腰，まず第1に・当該周の類似生  

産物単位あたりの使用価値の比較係数を見出すことが必要セあり，第2に．はこ  

の係数を用いて外国の生産量を換算することが必要であり，第8に服そ・れを単  

位価格であらわすことが必要となる。   

生産集中化の水準が高いことは必ずしも国民経済的効率の向上を伴うもので  

ほない。最も進歩的な技術に．もとづく平均的もしくは規模の大きくない企業で  

もしばしばその効率は最高となりうる。レ・－エソがすでに．指摘したように・，大  

規模生産の優位性の法則ほ絶対的なものでほない。規模の大きい企業では原料  

や完成品の輸送費が増加し，それにまた大きい投資を必要とし，建設や開発の  

期間の延長を生ずる。問題ほ国際分業の立場から企業の最適規模もしくは個々  

の生産物の量産規模を発見するための基準をいかに．して決定するかに・ある。   

生産の合理的規模を決定す・るに．は，各国の内部に．おいて：作用する諸要因，た  

とえば技術進歩の要因，輸送上の要因，自然＝地理的要因，さらにほ社会主義  

の国際的専門化の特殊な条件から生れるその他の要因に・も考慮を払うべきであ  

る。已れらの要因とは，社会主義世界市場の可能性，世界市場との連関，セク  

の各国および体制全体の生産・金融・労働等の可能性，国の自然＝地理的条件  

および輸送条件，生産能力の完全利用の必要性，生産上の伝統などである。   

結局のところ，問題は次の点に．帰着する。すなわち社会主義世界経済に・おけ  

る生産集中化紅影響を及ぼす全要因を予め分析し，所与の条件のもとでの生産  

の最適規模を発見し，それを実際に実現しうるような措置を講ずることであ  

る。したがって，上述の異質な諸要因を綜合的に．考慮しうるような何らかの一・  

般的指標が必要となる。この拒標は，生産の大規模化を行うための目的，つま  

り各国に‥おけると同じように，セフ全体に．ついても社会的労働の生産力を最大  

限に．引きあげるという目的に完全に周応しなくてはならない。社会主義国に‥お  

ける企業の生産集中化がどの程度この目的を達成するかほ．，原価，生労働の生   
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産性，生産物単位あたりの資本支出，償還期間，国民経済的労働集約度のよう  

な質的指標であらわされる。ソ連やポ－ランドではこ．れに．ついて共通の認識が  

もたれている。   

ソ連邦ゴスプラン経済研究所では，国願分業と関連せる生産集中化のバリア  

ソトの相対的経済効率を測定するには「計辞された支出」の算式を用うぺきだと  

してこいる。これは前に．指摘した。重ねて・そ・の算式を示せば，次のようになる。  

C十風∬＝椚如  

ここではCは輸送費を考慮せる年生産物原価，仔ほ投資支出，あほ標準効率係  

数を示す。個々の企業の枠内での生産集中化の規模に．決定的な影響を及ぼすの  

ほ．技術進歩である。生産の技術水準ほ労働の効率なり生産力を決定する。特化  

とそれ紀聞適せる生産の集中化は，社会的な労働組織の形態として」最新韓術  

の最も完全な利用を保障し，その発展水準に照応しなくてこはならない。したが  

って，技術進歩という観点からすれば，最適企業規模の基準ほ所与の部門紅お  

ける最新の基本設備の完全利用，最新の技術過程の応用，進歩的な生産組織の  

可能性等である。この種の最適性は，種々の型の設備やこの設備を利用する種  

々の型の企業や企業規模の技術的・経済的指標を対比することによって明確に 

決定される。   

企業の親模または生産還に．影響を及ばす他の重要な要因としてこは販売市場の  

大きさがあげられよう。ある種の生産物の生産量ほそれに．たいする需要量の大  

きさがどのような大きさであるかに．よって左右される。社会主義諸国一・セフ加  

盟国の生産物の生産高ほイ也の国への輸出の可能性を考慮した上で，セフ体制の  

枠内での需要に対応しなくてほならない。技術的最適水準まで生産の規模を拡  

大し，それにイ半って生産物が低廉化すれば，その生産物への需要はいっそう拡  

大する。現実の需要のみならず，生産物の低廉化を考慮に入れて長期の需要を  

決定することは，この生産物の生産の可能な限界と企覚の必要規模とを決定す  

る上で欠ぐことのできない重要な要素である。   

セフ休制の枠内での必要生産量の決定は単一物財バランス 

に．よって簡単化される。原理的に．は社会主義世界市場は大規模企業の生産物の  

販売可儲性を十分保障するだけの容盈をもっているとみることができる。   

もっとも合理的な企業規模を決定するに」は，これらの要素以外に．輸送上の要   
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因をも考慮しなくてはならない。というのほ，技術的最適性は需要地域や輸送  

範囲の拡大をもたらし，そのために．生産地までの生産手段やエネルギ一等の輸  

送費，あるいは消費地までの完成品の輸送費の増加を生ぜしめることは避けら  

れない。このような理由から，最適規模の企業を創設することによって－えられ  

る節約は輸送費の増加によって相殺される。したがって，最小の輸送費のもと  

で企業規模を技術的・経済的最適性からできるだけ帝離させないように．企業の  

立地を行わなくてはならない。   

原料と販売市場が企業の近くにあれば，前述の目的ほよ．りよく達成されるで  

あろう。しかしこのことは必ずしも実現されるとは限らない。国際分業のもと  

で輸送に．要する労働の節約をはかるにほ，消費国に．おいて製品を直接親立てる  

ような国家間の特化をも検討すべきである。   

輸送上の種々の条件を考慮した上で最適バリアントを決定するには．，輸送費  

を含めた生産支出を最小化しなくではならない。こ．のばあいに偲当然のことと  

して輸送の国際的な特殊条件を考慮にいれるぺきである。－・国から他国への貨  

物の輸送費は国内に．おける同じ距離の輸送よりも時にほ数倍も高くなるこ．とが  

ある。その理由はこうである。（1）国際間の輸送に．おいては空皐率が大きいこ  

と，（21貨物の受渡しに余計な手続を必要とすること，それにまた関係国間での  

商品および支払バランスのような要素も考慮すべきである。   

企業規模の決定に本質的な影響を及ぼすのほ労働力の確保，なかんずく－・定  

の熟練労働力の確保である。労働力資源がさして大きくなく，しかも経済発展  

の十分でない国では，最適規模の企業を設立するに．さいして必要な熟練労働力  

の不足という事態紅ぶっからざるをえない。同時紅そこでは労働力の相対的過  

剰が起りうる。社会の主要な生産力としての労働力は完全に．利用されなくては  

ならない。このような理由から労働力の相対的に．過剰な社会主義国は，たとえ  

生産費が割高になっても，多くの生産部門を発展させる方途を選ばざるをえな  

い。このような観点から国民経済計画の調整を行うに．さいしては．，可儲なかぎ  

り技術的最適性紅近づくような現存労働力の利用方法を見出すべきである。こ  

甲鱒の計算を行うための手段として国民経済的労働集約度の指標が鳳いられ  

る。すなわち，  

7、こ－こ   
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ここでrは生産の全段階に．おける生産物単位あたりの労働集約度，Cは国民経  

済的原価，Zほ所与の製品の全生産段階における現実の労働時間数をあらわす。   

ところで，企業規模とその技術装備に影響を及ぼサー重要な要因のひとつ紅投  

資があげられる。生産的蓄積フォ・ンドの制限のため，国は生産特化の勧告を採  

用することができず，その規模を増大することができないことがしばしば起  

る。国の経済力が小さくその発展水準が低ければ低いはど，その生産計画を実  

施する紅必要な資金の調達により大きい困難をともなう。国属経済の基幹部門  

での生産の技術的最適性を保障するために．，未発達の国は相対的に投資フォン  

ドを増大するか，さもなければ他の社会主義国から投資々金を調達するか，い  

ずれかの方法をとらざるをえないであろう。関係諸国間での信用・金融上の協  

力の拡大は，無条件にセフ体制の枠内での生産の最適化に関する措置を首尾よ  

く実施することに．なろう。そしてここのような措置はすでに実施されて．いる。   

セフ加盟国に．おける企業と生産の大規模化が関係国間での特化，したがって  

貿易の拡大を導くかぎり，商品の相互供給とそれ紅．関連せる対外支払の計算が  

必要となる。各国にとっての特化バリアソトの効率決定に．おいてこほ，外国貿易  

の拡大と対外支払バランスのそれぞれの変化を考慮し計算することが必要であ  

る。   

社会主義国際分業の見地から生産の合理的規模を決定するにルま，前述のよう  

にC十島仔＝椚勿の算式を用うぺきである。C十昂，gの最小値ほ，技術的最通性，  

市場の容鼠，輸送の可能性等を考慮して決虚される。   

生産国が調和のとれた選択を行うにさいしてこは，各国の所与の経済発展段階  

での利益を考慮し，労働力と投資の確保，対外支払バランスをも考慮紅いれる  

ぺきである。   

さきに示された算式によるもっとも正確な計算は，国民経済的原価の方法を  

利用するさいに．えられる。この方法のもとでほ価値指標は価格の歪んだ影響を  

排除することができる。これに．ついてほジャガロフの説明するとおりである。   

原則として－・国の枠内での生産の集中化ほ，当該国に．とっで他の種類の生産  

を断念することを前提とする。クエジア岬クも指摘したよう紅，相互の特化と  

それに関連せる生産の大規模化は一・部門内で行われ，通常部門内特化と呼ばれ  

る。国際的規模での生産の専門化に．よって各国がうる経済効果は，たえず他の   
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国の強化と結びつき，本質的に．は特化紅参加する国ぐにの全体的効果の構成部  

分をなす。こ．こから大規模生産の優位性を相互に実現することに．よってえられ  

る全体的効果の公平な分配という問題が生ずる。こ．の問題について：ほラビ－ギ  

ンとクラブツォフ7）の分析匿ついて以下検討してみたい。   

最適規模の企業の創設と配置とに．よってえられる全体的効果をセフ体制の観  

点から捉えようとするばあいに．ほ，次の静式が用いられる。すなわち  

β＝（C殉・＋β。だ乃）一－（C十β。仔）   （1）  

ここでβほ経済効果，C殉＋Gだ殉は新しい生産物の生産鼠に．乗ぜられる特化前  

の計算支軋 C十β。だは同じ生産量に．乗ぜられる最適規模の企業における計算  

支出をあらわす。   

経済効果ほ国内通貨によっても，あるいはそれぞれの為替率に・よって計辞さ  

れる国際通貨に．よってもあらわすことができる。もちろん，このばあいの原価  

には輸送費が含まれることは前述のとおりである。前述の（1）式では国際的特化  

とそ・れに．関連せる生産の大規模化に伴う追加的効果のみを決定するにすぎな  

い。この効果の大きさほ．あくまでも計算上のそれであり，総効果の大きさほ原  

価の差としてあらわされる。それは計算上では且∬だけ大きくなる。総効果を  

追加投資と対比すれば，償還期間もレくは効率係数の計算にもとづいて採用可  

能なバリアソトの相対的効率を決定することができる。この式は周知のような  

算式で示される。  

（2）  β＝（3）  
仔1一だ2  r＝   
C2－Cl   

ここでだ1・－・だ盟は採用されるバリアソトの実現のために．セフ体制全体について  

必要とされる追加投資，C2・－Clは採用されるバリアントの実現の結果としてセ  

フ体制全体について－え．られる節約をあらわす。   

このバリアソトの効率は他の種類の生産物の最適バリアソトの効率と比較さ  

れなくてはならない。そうすることによって採用される決定の合理的な順序を  

（労働節約という観点から）明らかにすることができる。   

7）6．H．JTa6bIrHH H H．r巾 KpaBIlOBa，KoHLteHTpaIlt4兄 rIpOH3BOACTBa H Me一   
光ZtyHaPORHOeCOLtHaJrHCT肌eCKOepa3AeJreHHeTpyAa，≪OtIepKHrIO COBPeMe－   
HHOficoBerCKO蕗H3aPy6e〉ⅨHOLi9Z（OHOMHKe＞＞，1965 

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



香川大学経済学部 研究年報 5  ーJβ6－  J965   

これらのバリアソトの効率は個々の国の立場から決定されなくてはならな  

い。そのばあいこのバリアソトと関連させる貿易上の手続きとその効率を現行  

の世界価格水準のもとで計算すべきである。個々の国の利益に．もとづく国際的  

特化と生産の大規模化の効率計算は次の算式によって行われる。  

風＝品＋・易・－る十β（P宜一鳥）   （4）  

記号は次のように．定義される。すなわち，  

＆ほ農産国紅とっての特化生産の大規模化に．もとづく効果をあらわす。  

＆ほ国内紅おいて実現される生産集中化にもとづく効果をあらわし，それほ  

特化の前後に‥おける計算支出の差に．その国の内部で必要とされる生産塩を乗じ  

たものとして示される。  

易は特化協定にもとづいて輸入される所与の生産物の国内生産に‥おける計算支  

出を示す。  

易は所与の種類の輸出生産物を生産するに必要な計算支出を示す。  

βは特化生産物についての輸出入の不一・致から生ずる外貨の取得と流出をあら  

わす。  

P名はその国の輸入の平均外貨効率係数を示す。  

鳥ほその国の輸出の平均外貨効率係数を示す。  

（4）式に．おける輸入生産物の国内生産に．要する支出は，製品単位あたりの国  

内支出の大きさに．輸入量を乗じたものとして決定される。しかし必ずしも類似  

の生産物がその国で生産されているとは．限らない。このばあいに．ほ生産国がこ  

の生産物を自国の必要のみを充足する大きさだけ生産したとしたばあいにえら  

れる支出にもとづいて効果の計算を行うべきであろう。国際的特化紅もとづ  

いてえられる国内効果は，その国の国内需要が小さければ小さいはど大きくな  

る。したがって，小国は大国よりも国際的特化により大きい関心を寄せること  

になる。   

特化製品の輸出がこの特化計画紅おける輸入を越えるとき紅は．，その国紅外  

貨が流入する。この外貨利益を輸入品の国内生産に要する支出紅加えて総効果  

を算定すべきである。   

国際的な特化にもとづいて外貨損失が発生したときにほ．，それに輸出の平均  

外貨効率係数を乗ずぺきである。その結果，この外貨損失を補填するために．国   
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が行うべき支出が計算され，国の総効果からそれを挫除すべきである0   

ごく稀なばあいではあるが，相互の特化品の輸出入が一散するようなバリア  

ソトに．ぶっかる。このばあいにほ外貨利益も外貨損失も発生せず，したがって 

（4）式のβ（P宜－鳥）はゼロとなる。   

ところで，劇国の立場からする特化バリアソトの相対的効率の計算とセフ体  

制全体の立場から同じバリアソトの効率の比較は次のような算式でもって行わ  

れる。  

風；・十易・－る＋β（P宜・－・島）  
照   （5）  

Aだ十β（島た－一・P宜た）   

この式の瑠は生産国にとっての特化生産の大規模化の効率を示し＆＋易一る  

十β（Pi－・Pβ）は（射式と同じ意味をもつが，計算支出の代りに原価が選ばれるo  

A狛はこの特化バリアソトと関連せる追加投資，君娩は輸出の平均外貨投資集約  

度，P純ほ輸入の平均外貨投資集約度をあらわす。   

特化生産の集中化の効率指標は社会主義国の国民経済計画の調整のさいの計  

算指標として利用されうる。その適用の方式は次のようになる。セフ加盟国の  

国際的な特化の合理的方向は個々の立場ごと紅具体化される。個々の種類の生  

産物の特化に閲す・る勧告の作成ほ，単一・の物財バランスの合意にもとづく当該  

セフ加盟国の需要算定をともなう。   

そのあとで特化の予定されている需要長の生産を最適規模の企業に割当てる  

べきであるが，そのさいにほ各関係国に労働力や投資，それに現存生産能力や  

伝統や対外支払バランス等を保障し，輸送費を含めた計算支出（Cl＋風仔）を  

最小とすべきである0   

計画された措置にもとづくセフの関係国の全体的効果は（1）式に・よって，また  

その効率ほ（3）式によって決定される。現行の外国貿易価格のもとでの参加国間  

での全体的効果の配分は（4）式によって決定される。そしてこの特化バリアソト  

への関係国の参加効率は（51式によって決定される。   

もし国民的利益と全体的利益との間の不一傲が明らかになるのであれば，こ  

の不一・致の原因をさらに分析し，それを一哉せしめるような措置を講じなくて  

はならない。以下においては簡単な例示に従いながら，企業の最適規模の計界   
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に．もとづく個々の生産の同志，特化および協業化の手順を説明することにしよ  

う。   

計画の第1段階では物財バランスにもとづいてある種の製品に関するセフの  

関係諸国全体の需要が決定される。いま2国の製品Aとβとの生産にたいする  

需要がそれぞれ1，400（千）個と3，500（千）個に決定されたとする。特化前に．は第  

1国はこの種の製品をそれぞれ400（干）個と2，500（千）個ずつ生産し，自国の  

需要を完全にみたしていたとし，第2国ほ各製品を1，000（干）個ずつ生産し需要  

していたとする。   

第2段階ではどの国においてこの製品を生産するのがもっとも目的に．適合し  

ているかを決定するかの－・致を必要とする。いま関係国間で－・致をみた企巣の  

最適規模の標準指標は，製品A軋ついては1，400（千）個であり，製品βに．ついて  

ほ3500（干）個であるとしよう。そのばあい製品Aの生産は第1国で，また製品  

βは第2国で生産され，費用ほ第2表に．示されるように変化するものとする。  

第】表 生産，需要および生産費  

第2表 第1国と欝2国における製品Aとβの生産費の変化  
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第2表から明らかなように，製品Aの全生産を第2国に集中し，製品βの生  

産をことごとく第1国で行えほ，計算価格（C十月。仔）は最小となる。しかし   
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計乱上ある－一国紅すぺての生産を集中するさい軋計算価格が最小となるのであ  

れば，バリアントの質的分析にもとづいて－・種類の生産を他国へ再分割すごる  

か，計算価格が最小となる国へ両製品の生産を集中化し，第2国ではその国紅  

とってこもっと効果的な他の種類の生産を発展させるか，いずれかをなすぺきで  

ある。   

この例では特化後の状況は第8表のように変化する。  

第8表 特化後の 状況   

次の段階では特化に．もとづく全般的効果とその関係国家間での配分を決定し  

なくてはならない。いま製品Aの協定価格を10ルーブル，製品βの・それを4ル  

十プルと仮定する。そうすると，この部門内特化のバリアソトは生産物の交換  

にさいして商品バラン．スを破らないことに．なる。このばあいには（4）式と（5）式紅  

よる計算は簡単化される。なぜなら，ここでは外貨の流入（利益）も外貨の流  

出（損失）も起らないからである。このばあいの総効果は次のようになる。  

β＝（G＋月誹㍍）－（C十月ノだ）ニ（400×100＋2500×二6十1000×6＋1000  

×10）－（1400×4十8500×5）＝11900ルーブル   

さらに計算価格の構成要素は次のようになると仮定しよう。  

第4表 特化前後の製品の費用構造  

関係諸国にとっての計画バリアソトの効率は次のようになる。   
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0  ×8十2500×5・＋・1000×4＋1000×8）－・（1400×0．6  （40  Cl′－G  β…ニ   
（400×10十2500×5＋1000×  （1400×17＋8500×IO）   仔望・－－だ1  

＋3町＝＿＿圭旦蔓些  ＝0．73   
10＋1000×10） 22800  

また関係国での総効果の配分は次式で計算される。  

昂ヲ＝晶十易－る・＋β（P£・－鳥）   

仮定によってβ（P豆－P。）はゼロであるから，第1国に・とっての経済効果ほ  

2500（6－5）＋400×10－1000×5＝1500ル㌻プルとなり，同じく第2国の経済効  

果は1000（6・－4）十1000×10－こ400×4＝10400ルーブルとなる0   

このぼあいの相対的効率は（5）式によって計算されるが，こ・の式のβ（P石・－一島）  

とβ（鳥た・一夕名た）は前述の協定価格のもとではゼロとなる。したがって，第1  

2年叩（5■岬＝遡  0．28）とな  国紅とっての烈は0．28（   2500（10・－5）－・400×10十1000×1018500  

1000（4一－・0．6）十1000×8－400xo．6  
り，また欝2国にとって－の且拍2・98（i  00U（17－10）－1000×10・1－400×  

＝2・98）となる。   

上述の計算例より明らかなように，現行貿易価格のもとでの特化の封画バリ  

アソトは，算1国に．とっては第2国にとってよりも約10倍はど効率が高い。こ  

のようなばあいに．は協定価格の変更によっても，信用・金融の協力に・もとづく  

投資の負担の配分たよって－も効率を平均化することができる。もっとも価格の  

変更は国家間に．おける貿易バランスの破壊をもたらしたであろうし，それ紅ま  

たバランスを回復しよう■とするに．は，他の種類の商品を対外貿易に引きいれな  

くて－ほならない。このばあいには総効果とその国家間での配分は変りうる。こ  

の変化も同じ算式に．よって完全に．計算することができる。ともあれ，全体的効  

果やその配分などの算定にあたって特別に複雑な問題をなすのほ，為替相場の  

合理的決定である。しかしこの問題は理論的にはまだ深く検討されていない。  

む  す  び  

これまでにみたギとく，社会主義国際分業の雇済効率測定に関しては解決さ  

るべき多くの課題が残されている。ここで検討したいずれの分析もまだ試論的   
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段階を抜け出るものではなく，国内の価格形成，為沓相場，稀少な輸出入物資  

に：たいする課徴金等の算定率補正する有効な方法を見出すに至っていない0こ  

のような諸問題の解決なしには，社会主義由際分業の経済効率を正しく測定す  

ることはできない。社会主義諸国で最近検討され始めている線型計画法の応用  

が，こ．れらの問題を解決する上で一足の補助的意義をもつことに関してはすで  

に有木氏8）の指摘するところである。もっともこの方法が適用されるために  

は，社会主義圏全体の計画化が部分的にでも実行されうるという制度が確立さ  

れなくてはならない。   

すでに．1958年のセフ総会でも社会主義に独自な価格基礎をつくる可能性の検  

討を始めている。しかしこの問題は根本的には社会的必要労働の決定というき  

わめてやっかいな問題と関連しており，価格の形成原理をめぐって一周知のよう  

な論争が展開されている。まして国際間でこの間題を解決しようとすると，経  

済水準の異なる国ぐにの労働をどう評価するかという複雑な問題がでてくる。  

線型計画法の適用によってえられる評価体系は，抽象的には最適生産・貿易構  

造の選択を可能とするであろうが，このような評価に．もとづく輸出入に‥おいて  

／‾‾ ほ利益をうる国もあれば，そうでない国もでてくるであろう。貿易が双方の国  

に周等の利益をあたえ．，社会主義圏全体にとってプラスの効果をもたらすため  

にほ，社会主義にふさわしい国際秩序の確立が望まれる。有木氏の言葉9〉を用  

いていえば，生産力の上昇を国民経済の枠内で考え，これに適合せる対外経済関  

係を計画的に設定するという問題と，社会主義世界全体の生産力の発展にもっ  

とも有利な対外経済関係の設定という問題とは，相互に．排除しあうものではな  

いが，けっして自動的に調和できるものではない。そしてこの問題は－・定の矛  

盾をはらみながらも，生産力の発展に応じて漸進的に解決されていく外はな  

い。現在のところ線型計画法を用いて社会主義紅独自な価格基礎の問題をとく  

ことはこの点からみて大きい制約がある。現状では外国貿易の効率なり，社会  

主義国際分業の経済効率を正しく測定するにほ，理論的に．みて多くの困難があ  

ることだけは確かな事実であり，今後の展開が注目される。  

8）有木宗一郎，『社会主義経済計画論長147～148ぺ－汐。  
9）有木，前掲杏，144ぺ一一汐およぴ149ぺ－汐。   
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